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他者がある表情を したときに、それ を観察 しているヒ トはつい同 じような表情をすること(表情伝染)が 知 られ
ている。 このような表情伝染 は、視覚的にはっき りと観察できるばあいもあるが、ヒ トでは筋電 を測定 して、顕在
化 しない表情パ ター ンとして示 されることが多い。
チンパンジーの 「あくび」が伝染する との報告があるが、サルでの表情伝染の報告はまだない。 ヒ トと同じよ う
に、行動 として観察 され なくても筋電のレベルで表情が伝染 している可能性 がある。そのことを検討す るために、
サルをモンキーチェアに固定し、表情伝染が生 じるかを検討 した。
H23年度は予備的な研究 と位置づけ、まずサル をモンキーチェアに座 らせ る訓練 と、筋電用電極 の馴致 を行っ
た。その ことと平行 して、刺激 として提示す るためのサルの表情を撮影 した。 しか し、飼育ケージ内では光量が足
らず顔が暗くなることや、正面を向いた表情表出の場面を うま く撮影できないことがあきらかになった。そこで、
ある表情 と中性顔 のモー フィングによ り表情表出の動画の作成を している。さらに、より自然な表情が表出され る
野外のサルの表情を撮影 し、刺激用に加 工を行った。
次年度以降、これ らの刺激 を用いて、モンキーチェアで安定 してモニタを見 られ る個体か ら、他個体の表情観察
時の筋電を測定する予定である。
D-5マハ レのチンパ ンジーの狩猟 肉食行動 に関す る多角的分析
保坂和彦(鎌 倉女子大 ・児童)所 内対応者:MAHuffman
今年度は、故西 田利貞博士、中村美知夫博士(京 大野生動物研究センター)か ら提供 されたマハ レ山塊(タ ンザ
ニア)の チ ンパ ンジーの狩猟肉食行動資料を整理 し、Hosakaetal.(2001)以降、更新 されていない1996年度調査以
降のデータの共有作業を進 め、成果公表に向けて打 ち合わせた。完成 までに、さらに複数の共同研究者にデータ提
供の依頼 を行 う必要がある。西 田博士が逝去 したため、提供 されたデータについて本人に問い合わせ ることが不可
能 とな り、博士が遺 したフィール ドノー トの一部読み直 しを行 う必要が生 じた。これ らの作業は次年度テーマにお
いても継続する必要がある。今の ところ明 らかにな りつつある事実は以下の通 りである。① アカコロブスが獲物 と
なる頻度及び割合は1990年代後半か ら大きく変わっていない。②近年、ゴンベやキバ レのチ ンパ ンジーについて
狩猟行動の研究 を発表す る研究者は、 「チンパ ンジーの大人雄が肉分配を政治的に利用す る」とい う仮説に疑念 を












D-7類人 猿 の糞尿 を用 いた新 た な生理 指標 の評 価法 の 開発
清 水慶 子(岡 山理科 大 ・理学 部 ・動物 学科)所 内対応者:橋 本 千絵
糞尿 中ホルモ ン測 定法 を類 人猿 お よびマ カ ク属サ ル の雄 ・雌 の繁殖 状態 の推 定お よび性 成 熟度 や老 化 の程度 の
推 定 に応 用 す るた め、性腺 お よび 副腎皮 質 由来 のス テ ロイ ドホル モ ンにつ いて、二抗 体酵 素免 疫測 定法 に よ る測 定
系 の 開発 お よび そ の検討 を行 っ た。加 えて、実際 に類人 猿 お よびマ カ クの糞尿 を用 い、 これ らの測 定 におい て至 適
の保 存 条件 や抽 出条 件 を決 定す るた め様 々な方 法 を試 み た。 これ らの結 果、 これ ま でに 申請 者 らが確 立 した性 腺 由
来 の プ ロゲス チ ン、エ ス トロゲ ン、ア ドロゲ ン、 ゴナ ド トロ ピンの 二抗体 法酵 素免 疫測 定法 に加 え、副 腎 由来 のア
ン ドロス テ ンジオ ン、デ ヒ ドロエ ピア ン ドロステ ンジオ ン につい て の測定 法 を確 立す るこ とがで きた。す な わ ち、
糞 尿 中プ ロゲ スチ ン、エス トロゲ ン、ア ン ドロゲ ン、ア ン ドロステ ンジオ ンお よび ゴナ ド トロ ピン濃 度 測定 に よ る
性 別お よび性 成 熟度 推定 、卵 胞発 育や 黄体 形成 、排 卵や 妊娠 の確認 が可能 とな った。
さ らに本 年度 は ス トレス 関連 ホルモ ンにつ いて も糞尿 を用 い た測 定法 を確 立 した。 また 、 これ らの方法 を用 い
て、飼 育下マ カ ク属 サル の糞 お よび尿、対応者 が採 取 した 野生 チ ンパ ンジー の糞 お よび尿 中のホル モ ン量 を測定 す
る こ とが で きた。 ま た、野外 にお ける糞尿 の採 取法 、保 存方法 の改 良、抽 出条件 の検討 をお こな い、冷蔵 、冷凍 設
備 の確保 で きない野 外 にお いて得 られ た サ ンプル か ら もホル モ ン代謝 産物 測定 可能 な方 法 を考案 した。現在 さ らに
精 度 向上 のた め に検 討 を行 って い る。
D-8ニホンザルにおける血管機能 に関す る研究
田和正志,岡 村富夫(滋 賀医大 ・薬理学)所 内対応者:大 石高生
低酸素あるいは再酸素下では、一酸化窒素(NO)供 与体による冠状動脈拡張作用が減弱 しているが、 これ らの




法に準 じて記録 した。 なお、sGCstimulatorとはNOの 作用点である可溶性 グアニル酸シクラーゼ(sGC)をNO
非依存的に活性化す る薬物である。その結果 、低酸素あるいは再酸素暴露によ り、sGCstimulatorによる冠状動脈
拡張作用は有意ではないものの減弱す る傾向を示 した。本研究結果 は、低酸素あるいは再酸素に暴露 された冠状動
脈では、sGCにも何 らかの変化が生 じている可能性 を示唆 している。
今年度 は共同利用 ・共同研究の初年度であり、成果 を発表す るまでには至っていない。本成果は、来年度以降に
発表 してい く予定である。
D-9哺乳類においての咀囑 リズムと体重における相対成長の関係
長峯康博(日 本歯科大新潟 ・院 ・矯正),寺 田員人(日 本歯科大新潟 ・矯正),佐 藤義英(日 本歯科大新潟 ・生理)
所内対応者:平 崎鋭矢
咀噛 リズムは、脳幹に存在する中枢性パ ター ン発生器 によ り形成 されると考 えられている。 しか しなが ら、その
リズムの規定因子は明 らかになっていない。過去の研究から、咀囑 リズムは体重 と関係 があることが報告 されてお
り、下顎運動は顎関節を中心としたテコの運動である。そこで本研究は、咀噛 リズム と体重の関係 を再検討 し、咀
囑 リズム と下顎骨形態の関係を検索 した。
デジタルカメラで咀p時 の霊長類 を撮影 した。餌 を摂食 してか ら嚥下す るまでの最 も安定 した4回 の咀噛を抽出
し、平均 を求め各個体の咀噛 リズム とし鳥 対象動物の体重は文献を引用 した。また下顎骨標本をカメラで撮影 し、
画像上で下顎骨長径 と下顎骨の重心の位置 を求めた。そ して下顎頭か ら下顎骨重心のまでの距離 と下顎頭 から下顎
第一大臼歯までの距離 を計測 し、種 問で比較検討 した。
咀噛 リズム と体重、下顎骨長径、下顎頭か ら下顎骨重心までの距離お よび下顎頭か ら下顎第一大臼歯までの距離
との間には、正 の相関が認め られた。 しか しながら、テ コの原理に関係す る下顎骨形態(下 顎頭 から下顎骨重心ま
での距離お よび下顎頭 から下顎第一大臼歯までの距離)は 、種 問における違 いは認め られなかった。
これ らのことか ら、咀囑パターン発生器 により形成 され る咀噛 リズムは、体重によって規定 されてい る可能性が
あ り、下顎骨形態 との関連は小 さい事が示唆 された。
D-10類人猿 の神経伝達関連遺伝子の多様性解析
村山美穂(京 都大 ・野生動物)所 内対応者:郷 康広
本研究では、ヒ トで報告されている性格に関与す る遺伝子の相同領域を類人猿で解析 し、種問の塩基配列比較
や、個体の性格評定 との関連解析を行って、飼育や繁殖 に活用す る情報を得ることを目指 している。関連性の解析
には多数 の試料が必要なため、GArNを通 じて飼育類人猿の試料提供を依頼 し、比較可能なデータの蓄積 を 目指 し
ている。23年度 はチンパ ンジー3、ニシロー ラン ドゴリラ2、オランウータン1、 フクロテナガザル1の 計7個 体
の試料提供 を受け、DNAを抽出 した。その うちゴリラについて、ヒ トの性格 、特に不安や攻撃性 との関与が報告
されている神経伝達およびホルモ ン伝達関連 の5遺 伝子(バ ソプ レシン受容体、モノア ミンオキシダーゼA、 モ ノ
アミンオキシダーゼB、 セ ロ トニン トランスポーター、アン ドロゲン受容体)8領 域 を比較 した。その結果 、ニシ
ローラン ドゴリラの国内飼育14個体では、8領域すべてで多型が見 られた(平 均対立遺伝子数3.8、平均ヘテロ接
合率0.517)。野生のニシローラン ドゴリラおよびマ ウンテンゴリラ と比較 した ところ、対立遺伝子頻度 の差異が




福 田渓,一 柳健司,佐 々木裕之(九 州大 ・生医研)所 内対応者:郷 康広
DNAメチル化は代表的なエ ピジェネティックな機構 の一つで、表現型多様性に関与す ることが知 られている。
そのため、ヒ トとチンパンジーの進化におけるエ ピジェネテ ィックな機構の役割を解明す るには良い対象である。
我々はこれまでに ヒトとチンパンジー(霊 長類研究所 の飼育個体)の 末梢血 白血球におけるDNAメ チル化比較研
究を行い、染色体21、22番上に16カ所のメチル化差異領域 を同定 していた。
メチル化差異が発生のどの時期に形成 されるかを調べ ることで、メチル化差異の形成基盤の一端が明らかになる
と期待 し、本研究では末梢血 白血球におけるメチル化差異領域のメチル化を他組織(脾 臓、膵臓、大脳、精巣、精
子)で も調べた。チ ンパ ンジーの組織サンプルは大型類人類情報ネ ットワーク(GAIN)およびサンクチュア リ宇
土か ら分与 して頂いたものを利用 した。メチル化解析の結果、ほ とん どのメチル化差異 は末梢血 白血球特異的であ
ることがわかった。このことは、メチル化差異は主に発生後期に形成 されることを示唆 している。 しか しなが ら、
メチル化 を調べた領域 は非常に限 られてい るので、今回の結果がゲノムワイ ドで も当てはまるのかを明らかにす る
ためには、 より網羅的な解析が必要である。
現在、高速シークエンサーを用いてヒ トとチンパ ンジーの末梢血細胞のメチル化 をゲノムワイ ドに比較 してい る
ので、今後は他組織のメチル化 も同様に解析す る予定である。
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